
令和4年度 市⻑とすまいるトーク

〜 「 選 ば れ る 都 市 新 潟 市 」 を ⽬ 指 し て 〜
新潟市 ⻑ 中 原 ⼋⼀

令 和 ４ 年 度 の 新 潟 市 の 取 り 組 み に つ い て
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当初予算のポイント
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R3 R4 増減

一般会計
当初予算

3,866億円 3,92２億円 ＋56億円 ＋1.4%

▶「感染拡大防止対策」「経済社会活動の再興」に向けた取り組み 68億円

▶「にいがた2km」に関する取り組み 28億円
（前年度＋12億円）

▶ 総務費（税系システム等の最適化など） 418億円
（前年度＋14.4億円）

▶ 衛生費（新型コロナウイルスワクチン接種体制の確保など） 324億円
（前年度＋58.6億円）

▶ 普通建設事業費（新潟駅周辺整備の推進など） 331億円
（前年度＋6.4億円）

当 初 予 算

12月補正（56億円）、2月補正（80億円）と⼀体的に実施
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当 初 予 算
（歳出 内訳）
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全体３７６事 業 ５８.1億 円
生み出した効果を

子育て施策の充実、企業誘致や
産業のＤＸ推進、都心エリアのまちづくりなどに活用！

持続可能な行財政運営
◆集 中改革 プラン に基づく 行財政 改革の 実行
令和元年度から3年間における集中改革期間の効果

◆財産 経営の 更なる 推進
改定する財産経営推進計画に基づき、次世代の市⺠が安⼼・安全
に利用できるよう、施設の最適化を進める

・市債残高

＜財政健全化への道筋＞

・基金残高 35 億円（H30年度末）

※いずれもＲ３年度末見込

107億円（＋72億円）

3,864億円（H30年度末） 3,802億円（△62億円）
R3年度

DX（デジタルトランスフォーメーション）
⇒デジタル技術を浸透させることで、人々
の生活をより良いものへと変革すること
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当初予算編成の力点

２つの視点から取り組みを両輪で推進

「感染拡大防止対策」＆「経済社会活動の再興」
市⺠の命と健康を守り、平穏な市⺠生活を⼀⽇も早く取り戻すため

持続可能なまちづくり

最優 先課題

最 重要課 題

人口減少時代に適応した
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感染拡大防止対策と
経済社会活動の再興
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本市の感染状況
（累計･⼈）（⼈）

新規感染者数

累計感染者数
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新規感染者数 累計感染者数

まん延防止等重点措置
1月19⽇ 区域指定
1月21⽇〜3月6⽇ 飲⾷店時短営業・酒類提供停止

〃 市施設の休止・休館
3月6⽇ 重点措置解除

R2年4月16⽇
緊急事態宣言全国拡大

R3年8月5⽇
県内特別警報発令

R2年2月29⽇
市内初の感染確認

Ｒ4年5⽉17⽇現在
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●飲⾷店や宿泊施設の感染症対策設備整備を支援

●ワクチン接種の加速化
●区役所などでワクチン接種予約の代行入力を実施

感染拡大防止対策

■これまでの取り組み

●ワクチン接種体制の確保
▶ 3回⽬接種及び小児接種、4回⽬接種など新たな動きへの対応

●医療機関でのPCR検査や入院医療費を負担などを継続
●医療提供体制の安定化
●不安を抱える妊婦への分娩前ウイルス検査費の助成

▶ 希望する方へ、分娩前にPCR等のウイルス検査を受ける費用を補助

■今年度からの取り組み
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●地域の飲⾷店等を支援するため弁当代の⼀部を補助
●飲⾷関連事業者応援事業

経済社会活動の再興

●地域のお店応援商品券（第1・2弾）を発行

■これまでの取り組み

●地域のお店応援商品券（第3弾）
▶ 発行額60億円、市内全域約5,000店舗が参加

●未来に向けたバス・タクシー利用者支援
▶ 令和4年度の新中学1年生・2年生を対象に「りゅーとカード」への

無料ポイントチャージなど
●にいがたを贈ろう！農水産物産地直送支援事業

▶ 市内産農水産物の発送に係る送料の⼀部を負担

■今年度からの取り組み
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選ばれる都市 新潟市
〜ウイズコロナ・ポストコロナ時代のまちづくり〜
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選ばれる都市 新潟市

コロナ禍による
働き方・暮らし方の変化

（暮らしやすいまち・訪れたいまち・ビジネスを展開するまち）

住⺠福祉のさらなる向上都市の活力向上
好
循
環

選ばれる都市 新潟市

都心エリアを中心に
まちづくりの大きな

転換期

都市と田園の調和による
暮らしやすさを最大限生かす
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暮らしやすいまち
( 安心し て子供を 産み育 てられ るまちに 向けて )

●妊娠・子育てほっとステーションの体制強化

結婚・出産・子育て期の切れ⽬のない支援

妊娠・子育て ほっ とステー ション

▶ 企業や店舗と連携し結婚を応援する機運醸成、結婚に伴う新生活を支援
●出会い・結婚へのサポート

▶ マタニティーナビゲーターの配置
▶ 子ども家庭総合支援拠点の設置【拡充】
▶ 保育コンシェルジュの配置【拡充】

●子育て家庭への支援
▶ こども医療費通院助成の拡充（高校3年生まで）を継続
▶ にいがた子育て応援アプリ（リニューアル）
▶ にいがたっ子すこやかパスポートの広域連携の拡大

（新たに新発田市・胎内市と相互利用可）
ワーク・ライフ・バランスの推進
●男性の家庭活躍を後押し
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●⾷と農のわくわくSDGs学習の推進【新規】
▶ SDGｓを踏まえた新たな学習プログラムの開発

学習プログラムの充実

●コミュニティ・スクールの推進【拡充】
▶ 市内全校で実施

地域とともにある学校づくり

●GIGAスクール運営支援センターの運営【新規】
▶ 1人1台端末環境による本格的な教育活動をワンストップで支援

GIGAスクール構想の推進

暮らしやすいまち
(教 育環境 の充実 )

●情報通信技術支援員（ICT支援員）の配置
▶ 授業におけるICT機器の活用を支援

トマト収穫の様子
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●地域医療を支える看護人材の確保【新規】
▶ 新任訪問看護師を雇用する事業所を支援

誰もが安心して暮らせる環境づくり

●認知症予防のための補聴器購入を支援【新規】
▶ 難聴対策が重要との観点から試行的に実施

健康⻑寿社会の実現
●フレイル（虚弱）予防の拡充【拡充】
▶ フレイルチェックの実施地域の拡大

●特別な支援が必要な子どもたちのニーズと課題に対応
▶ 障がい者理解の推進・医療的ケア児の支援体制の充実 【新規】

暮らしやすいまち
( 地域共 生型の まちづ くり)

フレイルチェックの様子
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暮らしやすいまち
( 災害 に強い まちづく り)

●地域防災力の強化のための支援
▶ 自主防災組織の支援、防災士の育成
▶ 個別避難計画の作成・推進

足元の安心安全の確保

●防災行政無線の整備
▶ 津波浸水想定区域での整備を推進

避難所設置訓練の様子

●避難所の機能強化
▶ 避難所運営委員会の立ち上げ
▶ 備蓄物資の拡充
▶ 予備的な避難所の確保

（避難所以外の公共施設・私立学校等）

個別避難計画作成の様子
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訪れたいまち

●新潟駅周辺地区の整備
▶ 駅直下バスターミナル・万代広場の整備など

⽇本海拠点都市としてふさわしい都市機能の強化

●観光資源の魅力の向上、誘客・誘致活動の推進
▶ 体験型観光の創出に取り組む⺠間企業を支援
▶ 新しい生活様式に対応した観光情報の発信

観光需要の回復段階に合わせた取り組みの強化

●新・新潟駅観光案内センターの整備【新規】
▶ 令和6年供用開始を⽬指し整備

●新潟都心地域優良建築物等整備事業の推進【新規】
▶ 都市再生緊急整備地域の特例を活用した再開発の促進
（新潟駅南口⻄地区）

万代広場整備イメージ
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ビジネスを展開するまち

成⻑分野のイノベーション推進
●脱炭素化に資する設備投資への支援【拡充】

●新事業展開へのサポート【新規】
●事業承継・引継ぎの支援【新規】

企業の成⻑段階に応じたきめ細かな支援

●元気な農業を応援【拡充】
▶ 既存施設を承継する農業者を支援
▶ スマート農業や園芸導入に関する設備投資を支援

持続可能な農業の推進

●農業経営の安定化【新規】
▶ 収入保険に加入する農業者を支援

●製造・物流の企業立地への支援【拡充】
戦略的な企業立地の促進

自動操縦トラクター・コンバイン
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「にいがた2km」の覚醒
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都心のまちづくり「にいがた2km」の覚醒
〜市⺠とともに「かわ・まち・みなと」で紡ぐ過去から未来への成⻑エンジン〜

● 都心のまちづくり基本方針 三本の柱
Ⅰ. 人・モノ・情報の中心拠点となる 稼げる都心づくり

Ⅱ. 都心と８区の魅力・強みのコラボレーションによる
新たな価値の創造

Ⅲ. 居心地が良く、市⺠が主役になるまちづくり Ⅱ

Ⅲ

Ⅰ
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人・モノ・情報の中心拠点となる 稼げる都心づくり基本方針
Ⅰ

都市再⽣緊急整備地域への指定（Ｒ3年9⽉1⽇）
●特例を活⽤した再開発を促進

温かいパスタが届きました

新たなチャレンジを積極的に支援

●国内初︕ 都市部での
ドローン配送実証︕

空飛ぶパスタ

ビジネス拠点を形成し、魅⼒ある雇⽤を創出︕

高機能オフィス ビルの建替を支援起業・創業を支援
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にいがた２ｋｍ食花マルシェの開催

基本方針
Ⅱ

都心と８区の魅⼒・強みのコラボレーションによる
新たな価値の創造

食花マルシェ（イメージ） 「花」

８区の魅力を「にいがた２ｋｍ」で
楽しめる！
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儲かる農業の推進

デジタル×農業
儲かる農業

スマート農業導入支援
ドローンによる薬剤散布

自動運転田植機による実証実験 アプリによる栽培記録管理

24



にいがた２ｋｍ
シェアサイクル導⼊︕

シェアサイクル（イメージ）

居心地が良く、市⺠が主役になるまちづくり
基本方針
Ⅲ

くつろげる、
歩いて楽しい都市空間へ
●公園のようにくつろげる道路︕（実験）

Ｒ３年度 流作場Street Park
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次期総合計画の策定
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総合計画とは

まちづくりの方向性を示す最上位計画

現在進行中の総合計画

“にいがた未来ビジョン”
２０１５年策定⇒２０２２年度に終了

２０２３年度⇒２０３０年度
８年間の新たな計画

“次期総合計画”
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人口減少・少子高齢化への対応

人口が減るだけでなく、世代のバランスが変化していく
2020年 2045年

● 人口減少を和らげる
● 人口減少社会に適応する

重要なこと

 40,000 0 40,000

0〜4歳
10〜14歳
20〜24歳
30〜34歳
40〜44歳
50〜54歳
60〜64歳
70〜74歳
80〜84歳
90歳以上

（人）

（人）
 40,000 0 40,000

0～9歳

10～19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳

50～59歳

60～69歳

70～79歳

80～89歳

90歳以上男性
女性

15歳〜64歳
が減少
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次期総合計画の考え方

これからのまちづくりの方向性

人口減少時代にあっても、この素晴らしい新潟市を、
より良いかたちで将来世代に引き継いでいくために・・・

● 明るい未来に向かって進化する活力あふれる新潟市
● 市⺠が心豊かに暮らせる持続可能な新潟市

29



北区 次期区ビジョン基本方針案

潟と大河と日本海、水の恵みに育まれ、
人と人とがつながり、心豊かに支え合い、発展するまち

自然の魅力輝くまち

未来へ続く活力あるまち

区の将来像

目指す区のすがた

いきいきと心豊かに暮らせるまち

安心安全で住みよいまち
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東区 次期区ビジョン基本方針案

産業と多様な魅力が調和し、心豊かに暮らせるまち

活力ある産業と地域の魅力を
活かしてにぎわうまち

だれもが互いに学び合い
共に育つまち

区の将来像

目指す区のすがた

地域の人々が自分らしく活躍するまち

安心して快適に暮らせるまち
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中央区 次期区ビジョン基本方針案

にぎわう都心、豊かな自然、みなとまち文化が織りなす
活気あふれる拠点のまち

賑わいと活力あふれ
訪れたくなる拠点のまち

共につながり安心して暮らせるまち

区の将来像

目指す区のすがた

水と緑に囲まれた
自然と都市が共存するまち

歴史と文化を受け継ぎ発展するまち
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江南区 次期区ビジョン基本方針案

緑と調和した、賑わいと安らぎのあるまち

自然環境と都市機能を活かした
快適に暮らせるまち

人と人とのつながりを大切にする
安心安全なまち

区の将来像

目指す区のすがた

産業と地域の魅力が輝くまち

人が輝き文化が育まれ
健やかに過ごせるまち

区民が主役となる協働のまち

30



秋葉区 次期区ビジョン基本方針案

水と里山に囲まれて 花と緑あふれる 笑顔咲きそろうまち

環境に配慮した
うるおいとやすらぎのあるまち

楽しく元気なまちなかと
やさしさのあるまち

区の将来像

目指す区のすがた

歴史と個性を活かすまち

育て・生み出し・活かすまち
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南区 次期区ビジョン基本方針案

風と大地の恵みに新たな希望が芽吹く、郷土愛あふれるまち

～みんなでつくる暮らし続けたい南区～

ともに築く安心に支えられるまち

やさしさの輪が広がり、
誰もが主役として活躍できるまち

区の将来像

目指す区のすがた

行き交う人びとが
にぎわいをもたらすまち

地域の宝に気づき、
守り、魅せられるまち
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⻄区 次期区ビジョン基本方針案

快適なくらしと、豊かな自然や食が調和する、

住み心地のよいまち

人と人がつながり、
支え合うやさしいまち

安心・安全で快適に暮らせるまち

区の将来像

目指す区のすがた

豊かな自然と食を楽しめるまち

区民が主役の活力あるまち
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⻄蒲区 次期区ビジョン基本方針案

豊かな自然、歴史と文化のかおりに満ちあふれ、

人と人があたたかくつながるまち

魅力あふれる農水産物を
供給するまち

観光とスポーツ・
レクリエーションのまち

区の将来像

目指す区のすがた

歴史と文化が生き続けるまち

人が行き交い、
にぎわいと活力があふれるまち

人の和でつながる
安心・安全なあたたかいまち
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みなさまの思いをもとに計画を策定

● 昨年度はアンケートや各種ワークショップを実施

 令和４年 ６月〜 パブリックコメント（意見募集）
自治協議会 素案説明、総合計画審議会
次期総合計画・SDGsシンポジウム

 令和５年 ４月 次期総合計画スタート

今後のスケジュール
みなさまのご意見を
お聞かせください

市⺠アンケート
（R3.10〜11月）

LINEアンケート
（R3.11〜12月）

学生
（R3.10月）

パパ・ママ
（R3.9〜10月）

団体アンケート
（R3.10〜12月）

多様・多世代
（R3.11月）
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明るい未来を切り拓き、
選ばれる新潟市を実現

ご清聴ありがとうございました
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